




はじめに 

 

発達障害の障害特性は生涯にわたりその基本的な症状は持ち続けることが特徴である。幼児期か 

ら学童期、思春期・青年期そして成人期と年齢段階によりその状態像は変容していく。学校教育に

おいては、幼児教育から高等教育まで教育環境が違い、求められる適応能力についても大きく異な

ってくることから、教育的支援の在り方については、その年齢や発達段階に応じて長期的、縦断的

な展望を持ち、支援の連続性を視野に入れて考えていく必要がある。 

幼稚園から高等学校までの各ライフステージにおいて、発達障害のある子どもは、その障害特性

のために学習面や行動面、対人関係において適応困難な状態に陥りやすい。さらに、学校生活にお

ける不適応の問題の中には、適切な対応がなされないことによる二次的障害によるものもある。通

常の学級における発達障害のある子どもへの支援にあたっては、特性に応じた個別的な指導と、学

習環境にも配慮した集団における個に応じた指導の両面から支援の在り方を検討する必要がある。

学習指導、生徒指導も視野に入れた、具体的な指導法、支援体制に関するより実際的な研究が求め

られ、教員の専門性（発達障害に関する指導力）をどう高めていくかも課題となる。 

本報告書は、個への支援と集団における支援の両側面から、子どもの実態に応じたわかりやす

い授業づくりをすすめる支援ツール（学級サポートプラン）の有効性の検証と、支援の連続性と

いう視点から、幼稚園から高等学校に至るライフステージ応じた支援の在り方について検討し、

まとめたものである。 

幼稚園、小学校、中学校、高等学校の教育現場において、発達障害のある子どもへの支援を考え

るにあたり、本研究の内容が少しでもその一助になれば幸いである。 
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